
第１回東広島市総合計画審議会部会次第 

【仕事づくり・活力づくり】 

 

日時：令和６年４月２６日（金）１０：００～ 

場所：東広島市役所北館２階 ２０１会議室 

 

 

１ 開会 

 

２ 議事 

（1）前期計画の振り返りについて 

（2）その他 

 

３ 閉会 



後期基本計画策定のイメージ 

 

〇後期基本計画の策定は、前期計画の実施状況を踏まえた上で現状を把握し、

目指す姿とのギャップを改めて把握し、施策の検討を行います。 

○今回の総合計画審議会（部会）においては市の認識している現状の部分につ

いて御意見を頂きたいと考えています。 

目指す姿

現状

前期基本計画

令和７年 令和１２年

後期基本計画での
修正の視点現状

ギャップ

令和２年

現状を踏まえ作成（今ここ）前期計画の振り返り

１

１

２

２

３

３
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施策単位による課題の抽出
仕事づくり

施策名
（総合計画のページ） 施策の将来の目標像（目指す姿） 施策の方向性 目指す姿に対する現状

１産業イノベーションの
創出
（P56〜P57）

企業や大学、試験研究機関等の集積を活
かし、多様な人材の交流をより一層活性
化することでイノベーションを促進し、
企業や起業家、組織等が新たな付加価値
を創出して本市の経済が成⻑しています。

１イノベーションによる新たな価値の創造
２イノベーションを担う多様な人材の育成
３大学やサイエンスパーク等との連携による
イノベーションの加速

・ミライノを拠点に、起業家養成が進むとともに、社会課
題解決等を通して、「産業イノベーションの創出」といえ
るレベルまでに達しておらず、さまざまな主体の交流・連
携に留まっている。

・大学や試験研究機関等と市内企業のつながりが希薄で、
こうした施設の集積を活かしたイノベーションが促進され
ているとは言えない。

・他方、TGOや地域等の活動と連動した企業活動によりこ
れまでにない付加価値の創出への取組みが生まれ始めてい
る。

２中小企業等の活力強化
（P58〜P59）

中小企業等の実情を踏まえ、専門家によ
る経営相談機能の強化や各種支援を実行
することにより、地域経済を支える中小
企業等の経営改善が図られています。

１中小企業等を取り巻く環境の変化に対応し
た経営マネジメント力等の強化
２商業・サービス業の多様化へ向けた対応

・コロナ禍や物価高騰等の影響やデジタル化対応や価格転
嫁の遅れなどが要因となり、既存中小企業等の経営維持が
課題となっている。

・中小企業等の売上向上などの経営課題に対し、「Hi-
Biz」設置や商工会議所、商工会等により相談機能の拡充が
図られ、経営マネジメント力の強化が進んでいる。

３企業の投資促進
（P60〜P61）

企業誘致・留置の推進や投資促進により、
市内企業の技術の蓄積と生産性が高まっ
ています。魅力的な仕事と働く環境が生
まれ、市⺠や学生等の地域に対するイ
メージや意識、さらには市内外からの評
価が高まり、新たな企業の立地と投資が
促される好循環が生まれています。

１ 持続可能な産業構造の構築に向けた戦略
的な企業誘致・留置の推進
２ 魅力的な仕事と働く環境の創出のための
企業支援

・市内企業等による新たな投資につなげるため実施した企
業誘致活動や企業支援により、半導体企業による大型投資
の決定や、自動車関連産業を始めとした製造業による企業
投資が堅調に続いており、目指す姿に近づいている。
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施策単位による課題の抽出
仕事づくり

施策名
（総合計画のページ） 施策の将来の目標像（目指す姿） 施策の方向性 目指す姿に対する現状

４農山漁村の魅力づくり
と農林水産業の活性化
（P62〜P63）

農山漁村の良好な生産・生活基盤が維持さ
れるとともに、意欲ある担い手が夢を持っ
て営農し、農林水産業が、地域経済を支え
る十分な所得形成力を有した産業として確
立されています。

１農林水産業の多面的機能の発揮
２生産基盤の維持・保全
３農山漁村における担い手の育成
４生産性の向上
５収益性の向上

・耕地面積は水田、畑地共に減少傾向にある。米の産出額
は減少傾向である一方、野菜や畜産の産出額は増加してお
り、農業産出額は増加傾向にある。

・農山漁村における担い手の減少、不作付地の増加は全国
共通の大きな課題であり、東広島市も例外ではなく、すで
に２０１０年から２０２０年までの１０年間で約３割減少
している。

・物価高騰やコロナ禍、就農時の初期投資の負担等により
新規就農者数が急激に減少しており、課題となっている。

・販売拠点の増加により、市内３直売所の役割が相対的に
減りつつあるとともに、担い手の高齢化等運営に関する課
題がある。

５地域資源を活かした観
光の振興
（P64〜P65）

地域資源を活かすことで魅力的な観光地と
なり、観光客が増加し、観光産業も地域経
済の牽引役となっています。

１日本酒文化・歴史の魅力の保全・活用
２観光振興のための体制整備
３観光産業の育成
４観光地としての知名度の向上

・本市の観光振興の調整役・推進役として一般社団法人
ディスカバー東広島を設立し、市内観光協会や地域事業者
との連携による、本市の観光コンテンツの創出やプロモー
ション活動を行う体制づくりを整えた。

・⻄条酒蔵群が国史跡に指定されるなど、日本酒文化の歴
史が評価される一方、「日本酒のまち」としての全国的な
認知度は低く、日本酒との接点拡大や魅力発信については
更なる取組みが必要な状況である。

・コロナ禍により、近隣を対象としたマイクロツーリズム
を中心に取り組む中で、観光客数・観光消費額とも伸ばす
ことができなかった。

・観光を事業とする事業者は少なく、観光産業による地域
経済の波及を目指した本市の観光振興の方向性を、あらた
めて関係者で共有する必要がある。
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施策単位による課題の抽出
仕事づくり

施策名
（総合計画のページ） 施策の将来の目標像（目指す姿） 施策の方向性 目指す姿に対する現状

６働き方改革の推進等に
よる雇用環境の充実
（P66〜P67）

それぞれの事情に応じた柔軟に働き方を選
択できる雇用環境が形成されることで、労
働者がいきいきと働き、多様な人材の活躍
による新たな発想のもと、多様なニーズへ
対応することができる社会になっています。

１働き方改革の推進と労働者が意欲・能力を発
揮できる環境の充実
２就業機会の拡大

・ワークライフバランス講座やワークライフバランスオン
ライン講座、就職フェア、働く女性の相談室の実施により、
ワークライフバランスの重要性、支援制度の周知・啓発及
び取組の後押しとなった。

・多様で柔軟な働き方が選択できる職場環境の充実のため、
国等の支援制度を事業者ポータルサイトサポートビラなど
を活用し周知・啓発をすることで、中小企業等での取り組
みに繋がっているが、他方、コロナ禍や物価高騰等の経済
情勢の悪化により取組みが進んでいない企業があることも
課題である。

・企業の労働力不足が全国で顕在化しており、本市におい
ても、労働力不足解消のため多様な人材の就業促進や地元
企業への定着が課題となっており、東広島市雇用対策協議
会においてガイダンスやセミナーなどを開催し環境整備に
寄与している。
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施策単位による課題の抽出
仕事づくり

各施策の数値目標

NO. 施策名 施策の数値目標 初期値 R6（目標値）…② R6（⾒込み値）…①
R6の達成率
（％）

（①÷②）×100

1-1 産業イノベーションの創出 市内総生産 8,800億円
（H27年度） １兆円の水準を維持 918,268百万円

(R2調査） （R2︓91%）

1-2 中⼩企業等の活⼒強化 市内総生産 8,800億円
（H27年度） １兆円の水準を維持 918,268百万円

(R2調査） （R2︓91%）

1-3 企業の投資促進 総投資額１０億円以上の⽴地企業数
（計画期間累計） 0件 10件 27件 270%

1-4 農⼭漁村の魅⼒づくりと農林水
産業の活性化 農地利⽤集積⾯積（率） 23.1％(H29) 26.8％(R4) 23.1% 86%

1-4 農⼭漁村の魅⼒づくりと農林水
産業の活性化 農業産出額 81.1億円（H29） 84.6億円（R4） 84.8億円

（29-R4平均） 100%

1-5 地域資源を活かした観光の振興 一人当たりの観光消費額 3,121円 4,170円 3,600円 86%

1-5 地域資源を活かした観光の振興 総観光客数 246万7,000人 318万4,000人 300万人 94%

1-6 働き方改革の推進等による雇⽤
環境の充実 男⼥（60〜69歳）就業率 51%（H27） 56% 59%

(R2調査） （R2︓105％）

1-6 働き方改革の推進等による雇⽤
環境の充実 ⼥性（15〜64歳）就業率 59%（H27） 63% 61%

(R2調査） （R2︓97％）
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施策単位による課題の抽出
活力づくり

施策名
（総合計画のページ） 施策の将来の目標像（目指す姿） 施策の方向性 目指す姿に対する現状

１学術研究機能の発揮に
よる都市活力の創出
（P92〜P93）

大学や試験研究機関が蓄積してきた知的
資産の価値をより高め、優れた知的資源
を様々な分野で一層活かしていくことで、
イノベーションや地域連携により多くの
社会課題を解決するような活力溢れる都
市となっています。

1 大学等の知的資源を活かした社会課題の解決
とイノベーションの創出への対応
2 大学との連携によるまちづくりの推進

・市内大学と「Town&Gown」の理念を共有し、Town & 
Gown Officeを設置した。各大学の特色を活かしたプロ
ジェクトの実施を推進している。

・特に、広島大学との取り組みの中で東広島市次世代学園
都市構想を策定し、市・大学、そして、⺠間企業による共
創の仕組みとして、広島大学スマートシティ共創コンソー
シアムを形成した。

・同コンソーシアム内に分科会を設け、さまざまな実証実
験に着手することで、社会課題や地域課題の解決を目指し
ている。

・市（地域）で抱える課題の解決に向けても、市内大学で
その分野の先進的な知見を持つ教授等とのマッチングによ
り、共同研究を実施している。その結果をどのように課題
解決につなげていくか、その成果を出していくことに取り
組んでいるところである。

２多様性豊かな市⺠の力
が輝くまちづくり
（P94〜P95）

国内外から様々な人材が集まり、それぞ
れの多様性を活かしながら、あらゆる場
面で活躍をしています。また、転出者を
含め、市外に暮らす方々も、東広島市に
愛着を持ち、何らかの関わりを持ちなが
ら本市の活力づくりに寄与しています。

１ 学生をはじめとする多様な人材の活躍促進
２ 移住・定住の促進や関係人口の活用

・学園都市ならではの取組みとして、学生が活躍する場に
「町家」を用意するなどにより、学生の企画が地域で表現
できる仕組みができつつある。

・学生が東広島市の将来の関係人口となる仕掛けに取り組
んでいる。

・移住フェアへの参加、移住サイトの拡充による積極的な
広報及び移住相談者に対する個別、丁寧な相談対応に努め
た結果、継続的に一定数が移住しているほか、移住者が起
業するなど、地域において活躍の場を広げており、こうし
た取組みを継続することで目指す姿に近づいている。
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施策単位による課題の抽出
活力づくり

施策名
（総合計画のページ） 施策の将来の目標像（目指す姿） 施策の方向性 目指す姿に対する現状

３都市成⻑基盤の強化・
充実
（P96〜P97）

東広島市の中心地は、市の玄関口として
市内外から人々が集い、憩い、多様な活
動が繰り広げられるエリアとなっていま
す。また、各地域では良好な景観が形成
され、市⺠の郷⼟への誇りや愛着が育ま
れています。
さらに、企業が活発な研究開発と生産活
動を展開できる産業用地が確保され、都
市としての活力の源となる新たなビジネ
スが創出される基盤が整っています。

１ 魅力ある中心市街地空間の創出
２ 東広島らしい景観の形成
３ 不足する産業基盤の確保・創出

・車中心からひと中心の空間への転換など魅力ある中心
市街地空間の創出に向けて、中心市街地の中心部である
中央生涯学習センター跡地周辺部のゾーニングや活用等
の方向性が定まった。⺠間活力の活用も検討しながら、
所定の整備を進めていく段階となっている。

・産業用地の確保については、⺠間遊休地等の活用促進
により、個社企業による産業用地拡張は進んでいるが、
新たな産業用地として開発可能なエリアは限られ、分譲
可能な産業団地も無い状況である。

・企業の立地ニーズの高い高速道路ＩＣ周辺や、半導体
製造拠点が立地する吉川エリアにおいて、新たなビジネ
ス創出の基盤となる産業用地を確保する必要がある。
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施策単位による課題の抽出
活力づくり

施策名
（総合計画のページ） 施策の将来の目標像（目指す姿） 施策の方向性 目指す姿に対する現状

４交通ネットワークの強
化
（P98〜P99）

鉄道や路線バス、広島空港など広域移動
も見据えた交通結節機能・広域的な道路
ネットワークが強化され、主要拠点間が
最適な移動手段で接続されています。日
常生活において公共交通の重要性・必要
性が広く市⺠に再認識されています。

１ 公共交通ネットワークの強化・充実
２ 道路ネットワークの整備促進

・駅へのアクセス性向上及びバリアフリー化による利便
性向上のため、令和６年度末の供用を目指し、⻄高屋駅
の駅舎、南北自由通路、駅前広場の整備を進めている。

・⻄条エアポートリムジンの運⾏等により、広島空港と
の接続性は向上している

・広域的な幹線道路である東広島安芸バイパス等が開通
し道路ネットワークが強化され、上記の結果、産業活動
や広域連携の強化に繋がり、目指す姿に近づいた。

・市内中心部や新幹線東広島駅への公共交通利便性が低
く、依然として自動車分担率が高い

・骨格的な道路と経済・産業施設等を連絡する域内交通
ネットワークや拠点の整備が十分ではなく、交通アクセ
スが不十分な事業所等が存在している。

・少子化や家族送迎の増加、コロナによる⾏動様式の変
化（在宅勤務・WEB会議等）により、公共交通利用者数
は減少傾向にあり、事業者の経営状況も悪い。

・運転者等の担い手不足により、公共交通を持続できな
くなる懸念がある。

・交通における先端技術の社会実装化が進展していると
ともに、⾏政の効率化・交通事業者への過度な負担の軽
減が社会的に要請されていることから、大学や研究機関、
企業等との連携による交通の進化、商業施設、住⺠団体
等との連携による交通の維持活性化が求められている。
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施策単位による課題の抽出
活力づくり

施策名
（総合計画のページ） 施策の将来の目標像（目指す姿） 施策の方向性 目指す姿に対する現状

５環境に配慮した社会シ
ステムの構築
（P100〜P101）

地球規模の環境問題等に対応できる次世
代型環境都市の構築が進展し、環境と調
和した潤いのある地域が形成されていま
す。また、構築の過程で生み出されたシ
ステムや成果が、市⺠の暮らしづくりに
効果的に活用されています。

１ 環境に配慮した社会システムの構築

・次世代環境都市構築するための4つのビジョン、「ス
マートシティの構築」「環境イノベーションによる産業
の活性化」「東広島環境スタイルの提唱」「ゼロエミッ
ションの実現」について議論、検討が継続的になされて
いる。

・その過程において、省エネ設備及び再エネ発電設備を
導入することにより、当初の計画以上の温室効果ガス削
減が測れている。また、J-クレジットを活用した環境価
値の創出など二酸化炭素抑制対策が生まれた。

・総合計画策定後に、国の地球温暖化対策は、強化され
ており、市も、温室効果ガス削減目標を上方修正した。
※KPIを測定することが出来ないため、数値により達成度
を示すことができない。
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施策単位による課題の抽出
活力づくり

施策名
（総合計画のページ） 施策の将来の目標像（目指す姿） 施策の方向性 目指す姿に対する現状

６未来を感じるプロジェ
クト挑戦都市
（P102〜P103）

AIやビッグデータなど、最先端技術を
活用し、未来の暮らしを先⾏実現する
「まるごと未来都市」を目指す取組み
が積極的に展開されています。

１ ICT等を活用した地域のまちづくり推進
２ 住⺠サービスの向上と業務の効率化

・インターネットにより市⺠・事業者と市役所をつな
ぐ市⺠ポータルサイトを軸に、様々なサービスを展開
している。小中学校や就学前の子供がいる世帯を中心
に登録者を増やし、デジタルでのタッチポイント（接
点）の強化が図れているが、スマートフォンの操作に
慣れていない高齢者に市⺠ポータルサイトの登録が進
んでいない。

・転入や死亡等の⾏政手続きにおいて、来庁時に「書
かない」・「待たない」・「回らない」窓口の実現に
向けて取り組みを進めている。

・⾏政手続きのオンライン化により、市⺠の利便性向
上が図れているが、業務システムへデータをそのまま
取り込めない業務も多く、職員の手入力が発生するな
ど十分な業務効率化に至っていない。

・循環型経済確立による地域活性化に向けて、中山間
地域において、デジタル技術の活用も含めて企業・地
域住⺠との連携による取り組みを進めている。

※本施策については、第５次総合計画後期基本計画の
策定の際に、本来はデジタル技術の活用は手段であっ
て目的ではないことを念頭に置きつつ、急速なデジタ
ル技術の発展を踏まえる中で、あえて、『最先端技術
を活用した「まるごと未来都市」を目指す』という幅
広い分野を対象とした目標像を設定したところです。
そのため、この目標像全体に対する検証が難しいのが
実態で、本シートでは事務事業レベルでの検証となっ
ています。
後期計画の策定にあたっては、本施策をどういう整理
にするかを検討していく必要があると考えています。
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施策単位による課題の抽出

施策の数値目標

活力づくり

NO. 施策名 施策の数値目標 初期値 R6（目標値）…② R6（⾒込み値）…①
R6の達成率
（％）

（①÷②）×100

4-1 学術研究機能の発揮による都市
活⼒の創出 ４大学との連携事業数 129件

（Ｈ30） 145件 164件 113%

4-2 多様性豊かな市⺠の⼒が輝くま
ちづくり コーディネートした学⽣活動数（年間） 24件 30件 40件 133%

4-2 多様性豊かな市⺠の⼒が輝くま
ちづくり 人口の社会増減数

364人／年
（Ｈ22〜Ｈ30年社会
増減数平均）

400人／年 不明 不明

4-3 都市成⻑基盤の強化・充実 新たに確保した産業用地の面積
（計画期間累計） 0ha 10ha 46.5ha 465%

4-4 交通ネットワークの強化 国県道整備率 15% 39% 39% 100%

4-5 環境に配慮した社会システムの
構築 温室効果ガス総排出量 2,257.5千ｔ－CO２

（2013年度） 1877.7千ｔ－CO２ 不明 不明

4-6 未来を感じるプロジェクト挑戦
都市 アウトカムは設定していない。

- 11 -


